
 

 

令和５年度愛知県認知症本人発信支援事業 委託仕様書 

 

１ 事業名 

  令和５年度愛知県認知症本人発信支援事業 

 

２ 目的 

令和２年 12 月に策定した「あいちオレンジタウン構想第２期アクションプラン」に基

づき、愛知県認知症希望大使（以下、「大使」という。）が、認知症になっても希望をも

って暮らしている姿を県内に発信する機会を確保し、もって県民の認知症に関する理解

の促進を図るため。 

  【愛知県認知症希望大使（２名）】 

   近藤葉子（こんどうようこ）さん、内田豊蔵（うちだとよぞう）さん 

 

３ 委託内容  

（１）受託者は、下表に基づき、「認知症本人発信支援事業」の業務一式を行う。 

実施内容 以下の①～③を中心に、大使の活動に必要な連絡・調整等を行う。

①大使の活動ニーズの聞き取り 

②大使の活動ニーズを踏まえた活動計画書の作成 

③活動の支援（大使や関係機関等との企画調整、日程管理、当日の

大使の同行支援（事前準備を含む）等） 

 ※活動内容は、「『愛知県認知症希望大使』（認知症本人大使）設置

要領」第３に基づく。 

活動時期 契約日から令和６年３月 29 日までの期間 

活動回数 年 12 回程度 

活動場所 愛知県全域 

補足事項 ①大使の活動ニーズの聞き取り 

・定期的に対面またはオンラインにて大使の活動ニーズの聞き取り

を行い、活動ニーズや大使の強みを評価、把握すること。 

②活動計画書の作成 

・大使の活動支援にあたっては、あらかじめ愛知県、大使、受託者

による協議の上、選定の考え方や方向性を含めた年間計画書を作

成し、県に提出すること。 

・年数回程度に分けて、県と調整しながら定期的に市町村等への希

望調査を行い、愛知県、大使、受託者による企画選考委員会にお

いて、大使のニーズを勘案しながら事業内容や効果などを踏まえ

て大使が協力する活動を選定すること。 

・企画選考委員会の結果を踏まえ、活動計画書を作成し、県に提出

すること。 

・定期的に愛知県と受託者の打合せの機会を設けること。 

・市町村等の関係機関と可能な限り連携すること。 

③活動の支援 

・大使が安全、安心に活動できるよう、大使の体調など最大限の配

慮を行うこと。特に活動当日は、高齢者支援に関する実務経験が



 

 

豊富な者が同行し、必要な支援を行うこと。 

④その他 

・大使のニーズ把握や活動状況などについては、担当した活動パー

トナー（支援者）だけでなく、常に支援者全体で情報共有するこ

と。 

・活動実施時には参加者等へのアンケート調査を実施することとし、

取りまとめ結果を実績報告書と合わせて県及び活動の主催者まで

提出すること。 

 

⑤経費の支払 

 当事業に必要な一切の経費（活動に伴う大使等への謝金や旅費の

支払いを含む。）は受託者が負担すること。 

（２）上記の活動回数とは別に、県が主催する事業においても、（１）の実施内容に基づく

大使の活動支援を行うこと（ただし、経費の支払は除く）。 

（３） 原則として、この仕様書及び提出された企画提案書により業務を行うこととするが、

新型コロナウイルス感染症拡大などによりこれによりがたい場合や、細部項目、愛知

県との調整が必要な事項については、随時、県と協議の上、決定することとする。 

（４）その他、大使の活動促進・活動支援に資すると認められる取組については、愛知県

と協議の上、委託契約金額の範囲内で実施できるものとする。 

 

４ 業務実施体制 

  ３に掲げる業務が適切に実施されるよう責任者及び担当者を配置し、愛知県の担当者

との連絡調整を適切に行う体制を確保すること。 

 

５ 完了検査 

  受託者は、すべての業務完了後、完了報告書を愛知県に提出し、検査を受けるものと

する。 

 

６ その他 

（１）大使の活動は、「『愛知県認知症希望大使』（認知症本人大使）設置要領」に基づくも

のとする。 

（２）業務を行うにあたって、著作権等の権利の対象となるものを使用するときは、その

使用に関する一切の責任は受託者が負うものとする。 

（３）業務によって得られる資料及び成果物は、委託者である県が所有するものとする。 

（４）原則として、この仕様書及び提出された企画提案書により業務を行うこととするが、

それによりがたい細部項目や愛知県との調整が必要な事項については、その都度、愛

知県に相談し、指示を受けるものとする。 


